
学年 高校２年 教科 国語 科目 論理国語 単位数 ２ 

教科書名 
探求 論理国語 

(桐原書店) 

副教

材名 

読解現代文必携 キーワードの卵 

(尚文出版) 

現代文 思考の論理スイッチ 必修編２ 

(浜島書店) 

「探求 論理国語」がひらく世界 近代小説四選―

山月記・こころ・舞姫・変身 

(桐原書店) 

コース・クラス Ｎ進理系 

Ⅰ．目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成す

ることを目指す。 

Ⅱ．授業のねらい 

1 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

2 論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思

いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。 

3 文学作品の基本構造を理解し、書き手の意図や、人物、情景、心情の描写などを的確にとらえて表現を味わえるようにす

る。 

Ⅲ．授業の進め方 

1  自らの力で文章を理解し、説明できる言語能力を養成する。 

2 講義形式・ＡＬ・電子黒板・ＩＣＴなど聴覚・視覚に訴えるよう、様々なツールを活用する。 

3 語学的な知識の習得を目的とした小テストを実施する。 

4 「文芸コンクール」に向けての学習や準備も適宜取り入れる。 

Ⅳ．学習上の留意点 

1 教科書の新しい単元に入る際は、予習として意味調べや漢字の書き取り、作品の通読を行うこと。 

2 授業中には、板書や必要な情報や気づいた点などをノートに書くこと。 

Ⅴ．定期試験 

  1学期 中間試験 ： 評論「いのちは誰のものか？」、「動物の信号と人間の言語」、初見問題 

  1学期 期末試験 ： 小説「山月記」、評論「暴力はどこからきたか」、初見問題 

  2学期 中間試験 ： 評論解析、小説「こころ」、初見問題 

  2学期 期末試験 ： 評論解析、評論「芸術も科学も『別世界』」を見せる」、小説「なめとこ山の熊」、初見問題 

  3学期 学年末  ： 評論「『である』ことと『する』こと」、初見問題 

Ⅵ．評価の方法 

1 定期試験…授業内容をしっかりと理解し、それを応用することができる。 

2 小テスト…計画的に自学自習を行い、意欲的に小テストに臨むことができる。 

3 提出物…積極的に授業に参加し、課題に対して期限を守り、真摯に取り組むことができる。 

 

 

 



Ⅶ．授業計画 

 

 

 

※ シラバスの内容（時間や事項）については，理解度やその他の都合により変更することもあります。 

学期 月 単元・学習項目 評価方法 到達目標 

一
学
期 

4 

 

 

5 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

基礎学力到達度テスト演習 

 

評論「いのちは誰のものか？」 

評論「動物の信号と人間の言語」 

 

 

小説『山月記』 

 

 

評論「暴力はどこからきたか」 

 

演習 

定期試験 

小テスト 

提出物 
 

・一つの疑問に対し、二者択一の作業にとらわれること

なく新たな発想をあぶり出し、思考を深める。 

・医療や生命に関わる現代社会の諸問題について考えを

深める。 

・動物と人間の違いを、比較対照して具体的に検証する。 

・「言語」による恩恵と弊害を同時にとらえる。 

 

 

・論点を明確にしながら要旨を把握し、文章の解釈を現

実のニュースと結びつけ、自分の考えを深める。 

 

・初見問題に対応する力を養う 

二
学
期 

9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

12 

評論解析Ａ、Ｂ 演習 

 

小説『こころ』 

 

 

 

 

評論 

「芸術も科学も『別世界』」を見せる」 

 

小説「なめとこ山の熊」 

 

 

演習 

定期試験 

小テスト 

提出物 

 

 

・『こころ』に描かれる人物、情景、心情などを表現に即

して読み味わい、ものの見方、感じ方、考え方を広げたり

深めたりする。 

 

・芸術と科学の持つ意味と関係について考える。身近な

メディアから最先端の科学技術について情報を収集し、

科学の「魔術性」について意見を持つ。 

・人間と自然との関係について、評論を読みながら関係

性をまとめる 

 

・初見問題に対応する力を養う 

三
学
期 

1 

 

2 

 

 

3 

評論 

「『である』ことと『する』こと」 

定期試験 

小テスト 

提出物 
 

・対比的な論述から全体の内容を整理し、筆者の述べて

いる論旨を理解する。 

・現代社会における学問分野について理解し、自分自身

の将来について考える。 
 


